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    域のよさを感じてはいるものの、改めてご家庭での話題にのぼることは、そんなに多くないの    

    かもしれません。先日の、保護者アンケートでも、「お子さんは、地域のよさについてよく話  

している。」という項目に対して、約半数の方が「あまりあてはまらない」「まったくあては

まらない」と回答されました。  

 本校では、9月 27日に、地域テーマ募

金（赤い羽根 ESD支援プロジェクト）を

活用させていただき、４～６年生が町内ア

クティビティを体験しました。（アクティ

ビティの様子は、学校 HP に掲載していま

す。） 

学校では、地域に出かけ、地域の人や産業と触れ合ったりして、地域の良さを発見したり体感したりするよう

に取り組んでいます。子供たちが「安芸太田町で育ってよかった、筒賀小で学んでよかった。」と言えること

は、大切なアイデンティティの確立にかかわることであり、生涯にわたって地域・社会に貢献する人材の育成を

願う、本町の教育大綱の柱となるところです。子供たちが、今日の発見や感想を、おうちでも話してくれるよう

願っています。 

なお、保護者アンケートの全体結果は、学期末 PTA でお知らせいたします。ご協力いただき、大変ありが

とうございました。 
 

◆筒賀小学校 校歌♪◆ 
先日、安芸太田町合併 20 周年を記念して、

町内の各小中学校で、校歌斉唱の動画を撮影し

ていただきました。動画は、９月 28 日の戸河

内ふれあいセンターで行われる式典会場で流し

ていただいたそうです。 

さて、校歌を歌いながら、私たちもその意味に

ついて、改めて考えました。歌詞を見ると、筒賀

小学校の校歌は、「筒賀の里」にはじまり「筒賀

校」に終わります。この歌は、筒賀の地を愛する

子どもたちのために作られたものだということがよくわかります。筒賀の土地・社会・歴史への愛がこの校歌

を貫いているのですね。 

さて、ここで問題です。よかったら、ご一緒に考えてみてください。 
 

Q1：この校歌は、これまで何年間、歌い続けられているでしょう。 

A１：６７年間 

【解説】 

昭和３２年（１９５７年）、今から６７年前に校訓「正しく、強く、ともどもに」と一緒に制定されました。 
 

Q2：1 番、２番、３番には、それぞれ四季（春夏秋冬）が詠ってありますが、それぞれ、どの季節でしょう。 

A２：1番 冬と春、 2番 夏、 3番 秋 

【解説】 

1番は、過去から生き抜いた力強い生命、 

2番は、現在しっかり大地に根をおろして伸びつつある生命、 

3番は、将来に向かって限りなく伸びていく希望と生命が詠まれています。 
 

Q3:1 番、２番、３番は、空や山や平地などの情景が詠ってあります。それぞれ、どの情景でしょう。 

A3:1番 平地、 2番 山々、 3番 空 

【解説】 

空間的に高まっていくような構成になっています。 

1番は、いかなる困難にも負けないで闘いやり遂げる精神を大銀杏の姿に詠み込んであり、 

2番は、筒賀のすべての人々が大切にしてこられた山や木々に対する深い愛を詠み、ここに子どもたちの愛郷

心のゆるぎない土台をおきました。 

3 番は、正しく強く手をたずさえて進む子ども達の上には、輝かしい光が加わるという気持ちが詠まれています。 

 

令和６年 10 月１日 
 

安芸太田町立筒賀小学校 

October 神無月     
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柿渋染め     森林セラピー   カヤック・サップ 
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日 曜 10月の行事 下校時刻 日 曜 11月の行事 下校時刻 

1 火  15:50 1 金 委員会 15:50 

2 水 ノーメディアデー 15:10 2 土   

3 木 スクールソーシャルワーカー終日 15:50 3 日 文化の日  

4 金 そよかぜさんによる読み聞かせ 15:50 4 月 振替休日  

5 土   5 火 そよかぜさんによる読み聞かせ 15:50 

6 日   6 水 ノーメディアデー 15:10 

7 月  15:50 7 木  15:50 

8 火 スクールカウンセラー午後 15:50 8 金  15:50 

9 水  15:10 9 土 保小合同学習発表会 12:00 

10 木  15:50 10 日 ふるさとまつり  

11 金 山県郡陸上記録会 やまびこ号 15:50 11 月 代休  

12 土   12 火  15:50 

13 日 （山の日イベント）  13 水  15:10 

14 月 スポーツの日  14 木 PTA役員会 15:50 

15 火  15:50 15 金 やまびこ号 15:50 

16 水 
山県郡陸上記録会予備日 
ノーメディアデー 

15:10 16 土   

17 木 スクールソーシャルワーカー終日 15:50 17 日   

18 金 町内めぐり（３・４年生）午前 15:50 18 月  15:50 

19 土   19 火 先生方の研究会 13:00 

20 日   20 水 ノーメディアデー 15:10 

21 月  15:50 21 木  15:50 

22 火 スクールカウンセラー午前 15:50 22 金  15:50 

23 水  15:10 23 土   

24 木  15:50 24 日   

25 金 クラブ（４～６年）委員会 15:50 25 月 人権教室（ヒヤシンス贈呈） 15:50 

26 土   26 火 マラソン大会 15:50 

27 日 （あきおおた国際音楽祭）  27 水  15:10 

28 月  15:50 28 木 マラソン大会予備日 15:50 

29 火 歯科検診 15:50 29 金  15:50 

30 水  15:10 30 土   

31 木 町内合同林業体験（５年）AM 15:50 31 日   

 

  

［10・11月の行事予定］         ※10月１日現在の予定です 

◆安芸太田町のノーメディアデーと読書◆ 
 安芸太田町では、毎月第１と第３水曜日をノーメディアデーとして、デジタル媒体のメディア（携帯、

テレビ、ゲームなど）から距離をとってみようと投げかけています。３こて週間に併せて、取り組んでく

ださっているご家庭もあろうかと思います。ぜひこの機会に、親子で、携帯・ゲームを手元から離し、お

子さんとの語らいや紙媒体の本や新聞などに親しんでもらえたらと思います。 
 （参考：著名人が紹介する「子供の読書キャンペーン～きみに贈りたい１冊～」のサイトは、右のQRコードからお入りください。） 

9/30～10/4 ３こて週間 

山県郡陸上記録会延

期の場合は、５・６

年のみ 15:50下校

になります。 

 


